
























 
 
 

 

 

 

【模式図(参考資料)】 

 

 

 



 
 
 

 

 

 

【適時開示体制の概要（模式図）】 

 

① 決算情報 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 決定事実 

 

 

 

 

 

 

 

③ 発生事実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

経営企画部 
 
 
①人事総務部等から
決算に関連する資
料受領 

経営企画部 
(経理課、経営企画課） 
 
②開示資料案（決算短
信、四半期決算短
信）作成 

 

監査役会、監査法人 
経営企画部 
 
③開示資料案のチェ
ック 

代表取締役社長 
情報取扱責任者 
 
④経営企画部から代
表取締役社長、情報
取扱責任者に開示
資料案説明 

取締役会 
 
 
⑤決算内容の報告・承
認 

⑥開示資料案の審
議・承認 

代表取締役社長 
情報取扱責任者 
 
⑦開示資料の最終確
認 

 

情報取扱責任者 
経営企画部 
 
⑧情報開示 

経営企画部 
 
 
①取締役会の付議事
項及び子会社にお
ける決定事項等の
とりまとめ 

経営企画部 
 
 
②資料をもとに情報
開示の必要性を検
討 

③開示資料案作成 

代表取締役社長 
情報取扱責任者 
 
④経営企画部から代
表取締役社長、情報
取扱責任者に検討
結果を報告 

 

取締役会 
 
 
⑤議案の審議・承認 
⑥開示及び開示資料
案の審議・承認 

 

代表取締役社長 
情報取扱責任者 
 
⑦開示資料の最終確
認 

情報取扱責任者 
経営企画部 
 
⑧情報開示 

代表取締役社長 
情報取扱責任者 
 
④経営企画部から代
表取締役社長、情報
取扱責任者に検討
結果を報告 

 

経営企画部 
 
 
①各部署から発生し
た事実に関する情
報の受領 

経営企画部 
 
 
②情報収集、情報開示
の必要性の検討 

③開示資料案作成 

取締役会 
 
 
⑤発生事実等の報告 
⑥開示及び開示資料
案の審議・承認 

 

代表取締役社長 
情報取扱責任者 
 
⑦開示資料の最終確
認 

情報取扱責任者 
経営企画部 
 
⑧情報開示 
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